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 [授業の概要・目的]
量子論の基礎を取り扱う．
 　黒体輻射に対するPlanck理論から始め，波ー粒子の二重性，Schrödinger方程式，波動関数，確率
密度について学ぶ．
 　さらに，量子論の原理，運動の量子論，箱の中の粒子，調和振動子，回転運動，角運動量を理解
し，原子の構造とスペクトル，原子軌道関数とエネルギーについて学習する．多電子原子における
構成原理，原子スペクトルを学習し，分子構造，分子軌道と電子状態について理解する．

 [到達目標]
原子構造や分子構造を取り扱う量子論について理解を深め，問題を解決する能力を養う．

 [授業計画と内容]
以下の項目等について，フィードバックを含め全15回で授業を進める予定である． 
 1．量子論への導入，黒体輻射，低温熱容量
 2．波－粒子の二重性
 3．Schrödinger方程式
 4．波動関数，確率密度
 5．量子論の原理
 6．運動の量子論，箱の中の粒子
 7．調和振動子
 8．回転運動，角運動量
 9．原子の構造とスペクトル
 10．原子軌道関数とエネルギー
 11．多電子原子，Pauliの排他原理，
 12．Hund規則，構成原理
 13．原子スペクトル
 14．分子構造，分子軌道　　

 [履修要件]
前半（熱力学）との連続した履修を推奨する．

 [成績評価の方法・観点]
定期試験（筆記）80％程度，日頃の小テスト評価20％程度で評価する．

 [教科書]
アトキンス 『物理化学（上）　（第10版）』（東京化学同人）ISBN:978-4-8079-0908-7
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 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
講義資料はBookRollに掲載する．教科書と併せた復習を推奨する．

 [その他（オフィスアワー等）]
不明な点、疑問点があれば，
tanabe.setsuhisa.4v@kyoto-u.ac.jp
にいつでもメールして下さい．
人間・環境学研究科棟515号室が居室ですので，メールでアポイントを取ってから来て下さい．


